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高大連携企画 「言語と言語活動」
2014 年8月5 日
大阪大学理学部H 棟太セミナー室 CH701)
、はじめに ～本調査実施の動機～ B 
学習課題についての生徒の評価 目
課題への評価と成結等との関係 自
実践研究開始の経緯
一昨年までは， j受業で行つ疋実験結果等
は生徒に提供ぜす。
→ 復習・学習課題が演習問題に限定される
→ 約半凱程度の生徒が．
実験叙材は
演習問題を と認識
－ l受業万活に対応し疋学習課題の開発とmu共が
必霊
'. I川！
課題についての生徒の評価
課題の入手方法 ・利用方法
2年初（ 2年末 1年末
自分専用のPC で 23% 27% 17% 
家族共用のPC で 47% 56% 36% 
自分の挺繕端末で 44% 48% 72% 
友達から 0% 3% 21% 
毎回印刷する 13% 21% 3% 
時々印刷する 20% 18% 20% 
m刷しなし＼（できなし＼） 67% 56% 7 1% ， 
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成績との関係（2年）
タイフ別に，課題の提出状況や成結と，
課題についての評価の関係を分析
－灘輔繍園開閉
戸司A ：時以上俗
全体（自4)
｜－ l：半分以下C42lJ 金体 ． 
I 67. 3 •司ヨ』
I 66. 7 ・・匝崎勤圃
I 63. 3 ‘4・温!ill
[66.0-
標題銀出 ｜ 
半歎 上（52)18 （ l
71.7(23) i s1.oc1e＞’ 
11. e c1s> I ee. 2 c11> 
66. a c13> I 61.1 c15> 
70. 3 60. 6 
生徒を3タイプに分けた揚合（2年）
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タイプごとのおよその特徴
回答の相関関係から見た特徴
実験には親しみを感じるが．問題が役に立つと
思わない。楽しいと興味が出て意欲が出る。
現象への閲／~＼がやや弱く，理解しやすい穀材が
思考力 ・考察力をつけ，受験に役立つと認識。
〔中間派〕
実験の考察と問題を解くことを結びつけて考え
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1年生の結果についての考察
実験派と問題派の選択行動の遣い
実験派・・ほとんどの設問と成績に．強い相聞なし。
問題集峨いさ非選択
問題派・・・多くの設問と成績に相関あり。
実験b~~~Rが；己子 主 ~r:;m尺
課訟の内容をとうすれば良いか？
一実験好きにさぜて， 自信がつく課加を
2年生の結果についての考察
＠実験派Aと問題派Aの成結の遣いの原因は？
実験派A …「実験課題で学習内容を確認 ・復習」と
成績が相関
問題派A …「意欲が出る ・役に立つ」と成績が相関
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問題派A は． 復習して内容を理解
課題の内容をどうすれば良いか？
段業中に十分理解できる実験と．
関連レだ問題集の良聞をセットで提示
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まとめ～学習指導の改善に向けて～
2年生に苅レて～物理の力を高める疋めに～
盟業中に理解できる実験と．関連しだ良聞をセット
で課題とする。
保究＇~＇を高める実験教材と．思者力・考察力がつく
良聞をJ受業で提示する。
1年生に苅レて～物理選択者を増やすために～
ますは．実験を好きにさぜるω
実験課題ち．問題止の問題も．嫌いにさぜないよう
向1三をつけさぜてから徐々にレベルアップを阿る。
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